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Appendix　A「Galerkin法に含まれる定積分
（1）基準振動形の直交性
∫許血一θ4θ｛
∫沸ξ4ξ｛
＝0　（π≒〃z）
＝α。／2（π＝〃の
＝0　（3≒ρ）
4。（s＝ρ）
（2）定積分
∫1÷妾｛瓠（ξ）饗｝鰍
＊：Buckling　eigenvalue　of　the　rectangular　plate
　（1）面内曲げを受ける扇形板の面内力の分布形状は，
直線とならない。内外径比が減少すると，内径側の値
が急激に増大する。このような応力分布形状の特性に
よって，面内曲げの作用方向によって座屈固有値が異
なる。
　（2）円弧辺が単純支持および固定の場合には，円周方
向の面内力が卓越する内径側を圧縮する負の曲げモー
メントの座屈固有値が，一般に，正の曲げによる値よ
りもその絶対値が小さい。縦横比をパラメーターとし
た正の曲げモーメントによる座屈曲線には長方形板と
同様に各円周方向の半波数に対して同じ値をもつ極値
が存在する。一方，負の曲げモーメントによる座屈曲
線においては，この性質が内外径比が小さくなると存
在しなくなる。つまり，縦横比に無関係に円周方向の
半波数が1の座屈波形を持つ座屈曲げモーメントが最
低次となる。
　（3）円弧辺が自由の場合には，正の曲げモーメントに
よる座屈曲線が負の場合よりも小さい。正，負いずれ
の座屈曲線も円周方向の半波数が1の座屈波形をもつ
固有値が最低次となる。
　（4）扇形板の座屈特性は，内外経過が大きく，その形
状が長方形板に近い場合には，長方形板と同様な座屈
特性を示す。しかし，内外経比が小さくなると，扇形
板としての特性が現われ，独持の座屈特性を示す。扇
形板を等価な長方形板に置換して座屈モーメントを推
定することは，一般に困難で，扇形板としての取扱い
が必要である。
　以上によって，面内曲げを受ける扇形板の座屈特性
が明確にされた。
　今後，扇形板の動的安定性，座屈後の幾荷学的非線
形挙動，初期たわみの影響など逐時発表していく予定
である。
（A－1）
（A－2一）
鉱（ξ）砦郵一∫1釧（ξ）砦警4ξ
G犠驚ξ　（A－3）
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